
 

 

 

 

 

学校のルール 社会のルール            校 長  遠 藤 由 樹 

子どもは大人への発達の途中にあります。自分で判断し、自分で決断し、その責

任は自分でとるのが大人だとして、子どもたちはそこに向かうために、周囲に守ら

れながら、時には失敗をしながら、段階的に自立していきます。大人が守りすぎてい

るといつまでも自立できないし、いきなり放り出しても行き先を見失ってしまいま

す。 

子どもは法や様々な決まりでも守られています。お酒やたばこ、公営ギャンブル、

クレジットカードの契約などが、なぜ子どもに禁止・制限されているかといえば、身

体も心も未熟なゆえに、健康を害したり、際限なくのめりこんだりする恐れがあるか

らですよね。 

また、子どもだから許されていること、というのがあります。例えば、他者に暴力をしてしまったり、

暴言を吐いたり、物を壊したりしても、「子どもだから」叱られるだけで許されるというのがあります。

ご存じのように小学生は（１４歳に満たないものは）刑法で裁かれることはありません。子どもは人と

かかわりあって、他者との関係を学んでいく途上にあるのだという大人の共通理解で、子どもの失敗

を許容しています。 

 

さて、学校には昔から、学校でしか通用しないようなルールが存在しています。近年ずいぶん SNS

や報道等でも取り上げられて、改善の方向ではあるものの、謎な校則がメディアに取り上げられるこ

ともまだまだあります。上記したような子どもを守るためのルールならば、説明はつくのですが、気を

付けないと大人の都合によるルールや全く説明のつかない慣習の場合もあったりします。きまりをつ

くったり、使うものをそろえたりするのは、子どもも大人もお互い簡単です。しかし、決まりで統一して

いるうちに、ものを考えなくなる、自分で判断しなくなる子どもが育つかもしれないという危惧は、常

に心のどこかに持っておく必要があります。 

学校のルールと社会のルールとを限りなく近づけていき、子どもたちにしっかりと責任を持たせて

いくことが求められていると思います。子どもですから、「自分のことだけ」、とか、「今のことだけ」し

か考えない行動が出てくると思います。決まりがなかったり、ゆるくなることで、子どもたちは失敗の

機会が増えるかもしれません。そのたびに立ち止まらせ、考えさせ、視野を広くさせ、よりよい判断を

教えていくのが、これからの学校なのだろうと思います。まだまだすぐにはできませんが、例えば、「お

やつは学校で制限されていないけど、子どもは虫歯のリスクも高いし、給食をしっかり食べるために

も、わたしはおかしを持って行って食べたりしない！」という判断がきちんとできたり、「朝ご飯抜き

だったから、休み時間におにぎり食べるね。」という友達に、「大変だったね。」と普通に返せる友達が

いるような、そんな学校をいつか目指したいです。 

 

熱中症や紫外線対策など、健康や安全に関することについては、原則制限を設けないということを

職員で確認しています。服装や日傘等の所持品、水筒に何を入れるかなどは、ご家庭でお子様の健康

面とお子様の管理能力等を総合的に判断していただけたらと考えています。 

令和４年６月３０日   

 くろもりだより 流山市立おおぐろの森小学校 
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１日（金） 

４日（月） 

５日（火） 

６日（水） 

７日（木） 

８日（金） 

 

１２日（火） 

 

１３日（水） 

委員会活動 

短縮日課 

短縮日課 ５年田んぼ草取り 

短縮日課 

短縮日課 

短縮日課 

クラブ活動 

３年生市内めぐり 

４年生クリーンセンター見学 

短縮日課 

１４日（木） 

 

１５日（金） 

 

１８日（月） 

１９日（火） 

２０日（水） 

２１日（木） 

２２日（金） 

２５日（月） 

短縮日課 

特別支援学級合同交流会 

短縮日課 給食最終日 

５，６年特別授業 教育相談日 

海の日 

短縮日課 大掃除 

終業式 

個人面談 １日目 

個人面談 ２日目 

個人面談 ３日目 

【９月の予定】 

１日：始業式  ２日：給食開始  ３０日～１０月１日：５年生林間学園 

 

 

 

流山市健歯優良児コンクール優良賞            ６年２組 大和田咲希・６年２組 井浪継太 

流山市歯・口の健康に関する図画・ポスターコンクール佳作  ２年１組 渡辺 大毅 ・６年１組 井上優希 

 

 

これまでくろもり会から１，２年のプールボランティアや町探検ボランティア、サツマイモの畝づくりボラン

ティア、おはなしふくろう等多くのボランティアのお願いをしてきました。それぞれの活動について保護者

様ご理解ご協力のもと多くの方から協力を得られております。天候等のため実施できなかったボランティ

アもありますが、６月は特にプールボランティアについて多くの保護者様に参加していただき、子ども達の

安全が確保されたことに感謝いたします。また、はたふりボランティアについても朝から暑い中、子ども達

の安全のためにご協力いただいていることも重ねて感謝いたします。７月もプールボランティアを引き続

き募集してまいりますので、ご都合の合う方はご参加ください。 

 

 

交通遺児育英助成とは、交通遺児となり経済的な困難に直面している児童に対し、奨学金を助成して

教育費の負担を軽減するものです。以前教育委員会からのスキットメールでもお知らせがありましたが、

交通遺児育英助成を希望される方は学校までご連絡ください。        
 

＜個人面談について＞ 

 ７月２１日、２２日、２５日の３日間において、担任と保護者様で個人面談を実施いたします。日時につ

いては後日配布するお便りをご確認ください。担任から１学期の学習や生活の様子をお伝えします。保

護者様からは、ご家庭の様子についてお知らせいただきますようお願いいたします。 

＜登下校のマスクについて＞ 

 梅雨が明け猛暑の日々が続いております。熱中症予防のため学校ではマスクを外して登下校するよ

うに呼び掛けています。熱中症予防のためご理解ご協力のほどお願いいたします。 
 

７ 月 の 主 な 行 事 

お 知 ら せ ・ お 願 い 

各ボランティアについて 

表         彰 

交通遺児育英助成について 


